
エコボラ通信の郵送は、今月号で
終了となります。(別紙参照)1
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3月号エコボラ通信

エコボランティアをつなぐ情報マガジン

学ぼう!
大阪市域の生き物調査

草木の日
ロゼット･冬～早春の花

池の水を抜こう！
かいぼりと生きもの観察会

大阪市域生き物調査
住吉大社

2月19日 2月27日 2月27日 2月27日

維持管理作業 ビオトープ⑤湿地化作業

3月5日 3月6日

米講座⑦
菰外し･ツルグレン

虫の日
チリモンを探そう！

2月13日 2月19日

今年度も活動いただき、誠にありがとう
ございました。この事業は皆様のご協力の
もと、成り立っています。新しく登録され
た方や今年度はあまり活動できなかった方
も、無理はせずご自分のペースで今後も活
動していただけると幸いです。来年度も何
とぞよろしくお願いいたします。

自然体験観察園の維持管理
作業を毎月第1土曜日に開催!!
野草広場の草刈りや雑木林
の毎木調査など季節ごとに作
業内容は変わります。

【2022年度の予定】
4月9日、5月7日、6月4日、
7月2日、8月6日、9月3日、
10月1日、11月5日、12月3日、
1月7日、2月4日、3月4日

★時間9:45～12:00

【ミーティングID】976 7570 4460
【 パスコード】462255

4月9日(土)13:30～15:00頃日時

なにわECOスクエア1階研修室
オンライン(Zoomミーティング)

場所

4月9日のエコボラ会議で2022年度の新規
受託業者及び担当者の紹介や自然体験観察園
講座について話をします。

ぜひみなさまご参加ください。

事務局に
お問い合わせください



③エコボラ登録更新のお願い

①エコボラ通信WEB化に伴い
紙媒体の郵送を終了します。

②エコボラ専用ページを閉鎖します。

詳細は同封の書類をご覧ください。

2022年4月号からは｢なにわエコスタイル｣の大
阪市エコボランティアのページからのダウンロード
を原則とします。ただし、なにわECOスクエアでは
紙媒体で受け取ることができます。
これについて、ご不明な点などありましたら、
下記のお問合せ先へご相談下さい。

2022年3月31日をもって、｢なにわエコスタ
イル｣のエコボラ専用ページを閉鎖します。
専用ページにありました、『エコボラの活動
申込書』などは、どなたでも見ることのできる
大阪市エコボランティアのページに移行します。
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なにわ
エコスタイル
エコボラ
ページ

※なにわECOスクエアではご返答いたしかねます。

自然体験観察園内にある普及啓発看板の老朽化に伴い、エコ
ボランティアの方々のご意見をお聞きし、脱炭素社会の実現に
資する国産木材を活用した新しい看板を８か所設置しました。

大阪市エコボランティアの登録更新申請書を提出された方
の手続きを進めています。手続きが完了しだい、登録完了通
知を送付します。
※更新後の登録期間は令和６年３月３1日までです。

【その他のおしらせ】

④自然体験観察園に看板を設置しました。

このページの内容についての

お問合せ先
大阪市環境局 環境施策部環境施策課
担当 赤松

電話 06- 6630- 3491
FAX 06- 6630 - 3580
メール ja0081@city.osaka.lg.jp

詳細は
天王寺動物園
のHPを

ご覧ください

https://www.tennojizoo.jp/

天王寺動物園では、大阪市環境局・大阪市立環境科学研究センター
が、大阪市内の小学生と実施した「生き物さがし」の結果や採取した
生き物の標本を展示しています。ぜひ、ご覧ください。

令和４年３月15日(火)～４月10日(日)
９時30分～16時45分

天王寺動物園 TENNOUJI ZOO MUSEUM
だいしんワクワクホール

生物多様性【家畜編】
｢～ひととともに生きた動物と、これからのつながり～｣

日時

場所

ﾃｰﾏ
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なにわの伝統野菜を
そだてよう！春編

田んぼの四季2022
～田んぼで学ぶSDGｓ～

募
集

期
間

3月20日～3月28日
※応募者多数の場合、抽選

内
容
・受付・講座参加者の誘導やフォロー
・畝の維持管理(草刈り) など

※講座の参加者募集ではありません

第1回 5/ 1 (日)

第2回 6/26(日)

第3回 7/24(日)

維持管理作業 ①4月2日(土)13:00～

②5月予定③7月予定

各回
13:30
～15:30

内
容
・受付 ・講座補助
・講座参加者の誘導やフォローなど

2022年度市域生き物調査が4月24日からはじまります！

身近な場所を、市民の手でくまなく調べて、みどりと生き物の記

録を蓄積する調査活動が、｢大阪市域生き物調査｣です。大自然
ではなく、都市の中の、見過ごされがちな身近な場所にも、生き
物を見つけることができ、年を追うごとに、以前いた生き物がい
なくなったり、新しい生き物がやってきたりしている様子がわか
ります。外来種が徐々に拡大する様子も見えてきます。みなさん
も調査員として参加してみませんか？

詳細な日程は別紙

なにわ
エコスタイル
申込フォーム
(4月オープン)

※維持管理作業の後は
打ち合わせがあります

内
容
・受付 ・講座補助
・講座参加者の誘導やフォローなど

下記のどちらかに当てはまる方
①講座3回+維持管理作業3回
すべて参加できるエコボラの方

②新規エコボラ
※新規エコボラは1回からでも参加OK

条

件

綿講座に参加されたことのない方
新規エコボラ大歓迎！

条

件

申込は、同封の『エコボランティアを募集する講座・イベント予定表兼活動申込書』で！

第1回

4/29(金･祝)

10:00～12:00

第1回

5/21(土)13:30～15:30

苗植えや種取り体験など

※4月以降の市域の生き物調査へのお申し込み方法が変更となります。
①なにわエコスタイルのフォームから https://www.naniwa-ecostyle.net/

② (一財)環境事業協会へ電話(06-6121-6407)
③ ｢エコボランティアを募集する講座･イベント予定表兼活動申込書｣をFAX(6264-8181)
④ ecobora@naniwa-ecostyle.net へメール

第1回 4/10(日)10:00～12:00

第2回 4/17(日)10:00～12:00

3月6日(日)のビオトープ⑤をもちまして、粗朶(そだ)固定
が完了し、目標とする湿地の姿がようやく見えてきました。
春頃からは、湿地周辺を整えたりする完成に向けた作業を
行います。多くのエコボラの手で作り上げていきましょ
う!ご参加よろしくお願いします。

「苗代づくり」
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発行

編集

HP

お問い合わせエコボラ通信 2022年3月号
大阪市環境局

環境事業協会・ネイチャーおおさか共同企業体

なにわECOスクエア(9時～17時半)

https://naniwa-ecostyle.net/

〒538-0036 大阪市鶴見区緑地公園2-135

06-6915-5820 06-6915-5824

ecobora@naniwa-ecostyle.net

エコボラ会議報告 (3月 )
【開催日時】令和4年3月5日(土)13:30～15:50
【参加者数】エコボランティア 9名
【開催場所】なにわECOスクエア1階研修室

次回のエコボラ会議は、
令和4年4 月 9 日 ( 土 ) 1 3 : 3 0 からです。
なにわECOスクエアで開催予定です。ぜひ、ご参加ください。

ボランティア活動への参加及び、エコボラ会議に
ご出席される方は、ecobora@naniwa-ecostyle.netまで
ご連絡をお願いします。オンライン参加を希望する方も同様です。

エコボラ通信WEB化に伴う紙媒体の郵送終了の
お知らせ（環境局）

来年度自然体験観察園講座について
（環境局）

田んぼの湿地化作業(ビオトープ講座⑤) 野草・実生プロジェクトの報告

タデアイ作業及び今後の予定 米講座と田んぼの現状

蓮田の現状と今後の予定

伝統野菜と堆肥の現状

ため池(かいぼり講座)
その他

・ペーパーレス化と郵送料の削減を目的に、次年度
より紙媒体の郵送を終了し、 活動申込書とともに
なにわエコスタイルの大阪市エコボランティアのペ
ージに掲載する。
（事務局） ＨＰに掲載したら、お知らせメールを全エコ

ボラに毎月送ります。紙でほしい方は、エコ
スクに取りに来てください。

・講座回数を35回以上から22回以上実施に
変更した。

(エコボラ) 環境学習の機会を減らすことは、局の
ねらいから離れることにならないか。

(事務局) 22回以上の分の取り扱いについては、
局に判断していただきます。その上で、
4/9の第1回エコボラ会議でエコボラ企
画の講座を決定します。

・苗の高さは先月とあまり変わら
ないが茎がしっかりしてきてい
た。
・色々な雑草が出ていた
ので根から取り去った。

・2/１３の米講座⑦で、菰外しと
ツルグレンを行った。
・参加者が減った回が目立った。
来年は参加者を増やしたい。

・2/16に鶏糞10袋を事務局と
一緒に蓮田に投入し、その後、耕
して土になじむようにした。

・次年度の準備として3/12に
ポット苗作りをする予定。
・８月までは春野菜、９月からは
秋野菜を育てる。堆肥は育成
中で５月に使う。

・2/27にかいぼり講座を
実施。ヌマエビ・スジエビ・ドンコ・
モツゴなどを発見した。

・外来生物の法律の改正案が国会で
審議されている。処分は国民の責務
になっているので、処分方法につい
ては注目していく必要がある。

・ビオトープ講座⑤が延期されたので、2/6は維持
管理作業として実施し、ベントナイト層の調査と覆
土を行った。
・3/6の講座では、水面高の確認作業の後、粗朶を固定する。

・落ち葉かき、実生苗の除去作業、
柵修理を行った。
・毎木調査用の新たな測定具を
用意してほしい。


